
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

四

五

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
四
五
号

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
柿
沢
未
途
君
提
出
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
災
害
時
の
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
柿
沢
未
途
君
提
出
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
災
害
時
の
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平

成
二
十
九
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
完
成
し
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
地
上
階
数
三
以
上
で
あ
る
共
同
住
宅
の
う
ち
、
分
譲
住
宅

で
あ
っ
て
、
そ
の
構
造
が
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
）
の

総
戸
数
は
約
六
百
四
十
四
万
千
戸
で
あ
る
と
推
計
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一
般
論
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
御
指
摘
の
「
在
宅
避
難
」
を
行
う
際
に
は
、
停
電
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機

能
が
停
止
し
た
場
合
に
階
段
の
昇
降
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
断
水
に
よ
り
水
洗
便
所
の
機
能
が
停
止
し
た
場
合
に
排
せ

つ
物
の
処
理
が
滞
る
こ
と
な
ど
の
困
難
が
生
じ
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
在
宅
避
難
を
継
続
す
る
上
で
支
障
は
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般

論
と
し
て
、
御
指
摘
の
「
在
宅
避
難
」
に
伴
う
「
支
障
」
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

一



四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
在
宅
避
難
」
を
行
う
際
の
「
長
期
停
電
の
リ
ス
ク
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

防
災
・
減
災
に
資
す
る
施
設
の
容
積
率
の
緩
和
を
行
う
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
に
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五

年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
を
改
正
し
、
自
家
発
電
設
備
を
設
け
る
部
分
等
の
床
面
積
は
、
建
築
物
の
容
積
率
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
延
べ
面
積
に
算
入
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
訓
練
」
の
詳
細
に
つ
い
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
船
舶
給
油
用
の
小
型

タ
ン
カ
ー
か
ら
の
燃
料
補
給
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
震
災
時
等
に
船
舶
か
ら
陸
上
の
施
設
等
に
燃
料
を
供
給
す
る
場
合
の

留
意
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
「
震
災
時
等
に
お
け
る
危
険
物
の
仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
い
等
の
安
全
対
策
及
び
手
続
き
に
係
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
五
年
十
月
三
日
付
け
消
防
災
第
三
六
四
号
・
消
防
危
第
一
七
一
号
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防

災
課
長
及
び
消
防
庁
予
防
課
危
険
物
保
安
室
長
連
名
通
知
別
紙
一
）
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
非
常
用
発
電
機
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
消
防
法
施
行
令
（
昭

二



和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
㈤
項
ロ
に
規
定
す
る
共
同
住
宅
に
お
い
て
屋
内
消
火
栓
設
備
等
の
た
め
に
附
置

さ
れ
る
自
家
発
電
設
備
（
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
十
九
条

第
五
項
第
二
十
号
、
第
二
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
七
号
イ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
十
号
に
規
定
す

る
自
家
発
電
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
別
表
第
一
い
欄
㈡
項

に
規
定
す
る
共
同
住
宅
に
お
い
て
非
常
用
の
照
明
装
置
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
自
家
用
発
電
装
置
（
非
常
用
の
照
明
装
置
の

構
造
方
法
を
定
め
る
件
（
昭
和
四
十
五
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
三
十
号
）
第
三
第
三
号
に
規
定
す
る
自
家
用
発
電
装
置
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
点
検
」
の
「
実
施
率
」
を
把
握
し
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
非
常
用
発
電
機
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
家
発
電
設
備
に
つ

い
て
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
共
同
住
宅
の
関
係
者

は
、
定
期
に
、
そ
の
延
べ
面
積
等
に
応
じ
て
、
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
等
に
点
検
さ
せ
、
又
は
自
ら
点

検
し
、
そ
の
結
果
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
定
の
自
家
用
発
電
装
置
に
つ
い

て
は
、
建
築
基
準
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
所
有
者
は
、
定
期
に
、
一
級
建
築
士
等
に
検
査
を
さ
せ
て
、

三



そ
の
結
果
を
特
定
行
政
庁
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
確

認
は
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


